
25

木材のヤング牽及び擦み働萄ご温度芯の関係
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The　Youngフs　］M［oduIus　and　De且ec虹Ye　Creeping　of

Wooa・nR・1・虹on亡・T・皿p・・ぬ…

　　　　　　　　P・o飴sso・ofFo・est・プ

　　　　　　　　　　　K．　Okus泓

〔繕　　　　書〕

　木材の強度試験に於て、温度の影響は從来殆んど考慮されていなかつたが、各種の強度は分

子間の結合エネルギーに関するものであり、その変形は分子の位置転位に関するものであるか

ら、負荷される時の木材自体の温度がその機械的性質に対して決して無関係でないことは容易

に推測される。1949年Gen㈱に於けるFムOの木材工嚢に関する国際会議では、木材の標準試

験法について検討さ仏温度が木材の彊度に対して有層な影饗を及ぼすことを認めて、彊度試

験は可能な隈り20o士3．Oの温度範囲に於て行い、若し温度を異にする場合は結果に対して彊

度補正を行うことを勧告している。（註1）

　筆者はこれ等温度の影響を明らかにするために、先すヤング牽及び鏡み葡笥に閨する実験を

行つた。此の研究について、力州大学農学部致授渡辺治人先生及び全助致授太田基先生より種

序御致示を賜わつた。謹しんで謝意を表する。

　　（謹1）　L．J．皿趾kwa・rdt：A．S．T．コM［。二Bu1le虹皿Jan．1950No．163

〔費駿方藩〕

　（1）供試材としてヒノキ気乾材（含水率15％）を用い、O・5×1・5×30側皿の二面柾試片を作製

し走。

（2）ヤング率は、試片の両端を自由に支え、スバン28・Oc皿の中央にO・2㎏の荷重を4個段階

的に加え、70～160kg／cI皿・の応力範囲で、各荷重に対する荷重点の捷みをダイァルゲージに依

り1OOO分の1mm・まで測定して求めた。

（3）携み葡筒は（2）と全じ装置に依りスパン2＆oc皿の中央に荷重3・3kg（応力370kg／c㎜2）を加

え、負荷完了時及びその後の携み増加量を測定した。鈴木氏（註2）に從つて5分後の携み塘

加量δを1葡葡度として探用する。

　（註2）鈴木寧：目材誌31：6（1949）　木材工業2：8（1947）
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　（4　実験中含水率を一定に保つために試片の表面をワセリンを以て被覆することとし、その

効果をみるために5◎～6000の各濫度に保つた恒潟器申にそれぞれ3時問放置して重量の変化

を測定した。30っO以下では変化は認められなかつたが、40oCでO．5弧50oOで1・2％、60叩では

2・O％変化した。從つて高温に保持する場合には、含水率の変化を防止するために更に恒撫器

を用い、硫酸D濃度を加減して関係撫度を調節した。

　（5）ヤング率に及ぽすワセリン被覆の影響：20コOに於て被覆前及び被覆後のヤング率を20

個の試片について測定した結果は弐の通りであり、被覆の影響は考慮の必要がないと考えられ

る◎

被　覆　前　　被　覆　後

1．1640m㎜ 1．1622〃 0．00エ8〃

F。（＝1；、占

！．92

0．4kgり荷重暫腕に対する弾性擁みの愛化を示す。

F。は差が0であるという仮設の下に計算さ牝た。

　（6）ヤン’グ率に対する繰返し試験の影響：（5）に引続き1O個の試片について20oO，40分聞隔

で連続7回測定を1行へ各回の擁みyi（0・4kgに対する）と第1回の値y。との蓬を計算した。
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　繰返しの影響は認められないから、（8）及び（9）に示す様に各温度に於けるヤング率の測定は総

て同一試片について行うこととした。

（7）携み葡目に対する繰返し試験の影響　　携み飼萄に関しては、塑性変形に依る繰返し試

験の影響が予想されたが、前後2同の繰返し試験の時間々隔を30分、1時間、3時間、24時間

とし、各7個の試片について葡笥試験を行つた。

　前後2回の詞葡度の菱（δドーδ・）は玖の様であつた。．

時間々隔（h皿） …い・ 3．0 24

一

（δ1一δ2）1C・3皿m i1．7 2．9 O．6 0．7

・一（二1：よ 20．75 4．24 0，63 0．28

　少くとも前後2回の繰返し試験では、その時間々隔を3時間以上にとればその影響は無硯閏

来ると考えられ。る。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鮒

　（8）気乾試片20魑を採り、60o，50o，4へ30o，20σ、10o，5◎cの各温度に保つた恒温器中

に順次試片を保持し、所定の温度と平衡した後、装置全体を同様に恒混に保つて各溜度に於げ

るヤング牽を測定した。ωに從つて含水率変化防止の措置を講じた。

　（9）試片20魍を水中に浸漬して充分吸水せしめた後（含水率80～工20％＼褒に上記各温度の

飽和蒸気申に所定時間尿存し、（8）と全様にして飽漏材についての実験を行つた。

　㈹　窒温の下にヤング率を測定し暑同一のヤング率を毛する気乾試片60個を選出した。全試

片について先木20oOで葡萄度を測定した弧各10個6群に分げ、60つ、50o，40㍉30〇一〇〇

及び5oOD各温度に於て再び爾葡試験を行つた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　〔賢駿錨果〕
　（玉）ヤ　ン　ダ　率

　荷重吸びそれに対癒する擁みyより、玖式に依つてヤング率Eを算出した。

　　　　　　　　　pi・
　　　　　E＝
　　　　　　　　48Iy
　　　　　　　　　　　　　　但しい　スパン

　　　　　　　　　　　　　　　　I：断面の慣性モーメント

　各温度に対するEの平均瞳は第1図に示す通りであり、ヤング率は温度の増加に依り殆ど直

線的に減少する。從つて

　　　　Eち＝Eo（1＋αt）

　　　　　　但しEt　Eo：それぞれ温度to及びOoOに於けるヤング奉
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　毘8・

なる関係を仮定して温度係数αを各試片について計算した。

　　　　気乾材・一α＝一1．80’10■3

　　　　飽操材……α二一2．02・10一・

信頼度g5％に対するαの信頼区域臥気乾材（L63～1・97）、飽撫材（■1．91～2．13）である、

（劣　携み葡萄

温度toσに於げる飼飼度δ1と20oOに於ける飼飼度δ。oとの比をとり弐表の結果を得た。

δ七／δ20 0．637

工0

0．728

20

ユ．000

30

1．340

40

五．966

50

2。ク90

60

3．937

　これに依ると葡筒に対する温度の影響は極めて大きく、温度の上昇と共に著しく増加するこ

とが認められる。五〇gδ・／δ・・の値を1温度tに対して図示すると第2図の如くなり、弐の直線式

を適合し得る。

　　　　1・9δ。／δ。。＝ム（t－20）

　　　　　　　　　　A＝14．57　・　10－3

　　　　　　　　　　　　信頼度95％に対するAの信頼区域は（1乱12～15．02）

若し応力・スパン等他の異つた條件で箭寓試験を行えば、バラメーターAは恐らく異つた値

を示すであろうが・木材の葡飼は温度の上昇と共に殆ど指数曲線的に塘大するものと考えら幻

る◎

　　　　　　　　　　　　　　　　〔要　　　　繕〕

　1）ヤ1！グ牽は温度の上昇と共に殆ど直線的に減少し、温度1・Cに対する変化率は約O．2％で

ある。

2）携み葡飼は温度と共に著しく塘加し鳶その関係は略指数曲線で示される二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Su㎜皿肘y

　Iu砒s　work，the　Yomg，s　modu1us汕d　the　def1㏄ti平e　creepi1ユg　of　wood　were　determined　for

亡h・wi…t・mp…t・…（5～60・O），・・dth・・…⊥t・乳・…　f．11．w。：

　（ヱ）th・y・伽g’・皿・d・1・・b…皿・・1・w・…pl・p・・t…亡・th・n…ft・皿p…1・1・，・。d・t・th・・皿・1

coefficient　is皿ear1y　o．2夕6’．

　（2）Th…f1・・ti∀・・…pi・g1・・㈱…1・工k・・l1y・llh・h・・1・・。ft・mp・・。t岨・，。・dit、。・1，ti。、

is駆ponenti風L
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